
小樽商科大学外国人留学生規則

（昭和６０年４月１日制定）

（趣旨）

第１条 小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第４４条第２項及び小樽商科大学大学

院学則（以下「大学院学則」という。）第４５条第２項の規定に基づく外国人留学生に関

する必要な事項は，この規則の定めるところによる。

（区分）

第２条 外国人留学生の区分は，次のとおりとする。

(1) 学部の学生

(2) 学部の科目等履修生

(3) 学部の特別聴講学生

(4) 大学院の学生

(5) 大学院の科目等履修生

(6) 大学院の特別聴講学生

(7) 研究生

（入学資格）

第３条 外国人留学生の入学資格は，次のとおりとする。

区 分 入 学 資 格

学 部 の 学 生 外国において，学校教育における１２年の課程を修了した

学 部 の科 目 等 履修 生 者若しくはこれに準ずる者で文部大臣の指定したもの又は

これと同等以上の学力があると認められた者

学 部 の特 別 聴 講学 生 単位互換大学との協定に基づく。

大 学 院 の 学 生 外国において，学校教育における１６年の課程を修了した

大学院の科目等履修生 者又はこれと同等以上の学力があると認められた者

大学院の特別聴講学生 単位互換大学院との協定に基づく。

研 究 生 外国において，学校教育における１６年の課程を修了した

者又はこれと同等以上の学力があると認められた者

（入学の時期）

第４条 外国人留学生の入学時期は，次の各号のとおりとする。

(1) 学部及び大学院の学生は，学年の始めとする。

(2) 前号以外の外国人留学生は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情があ

ると認められるときは，この限りでない。

（入学の出願）

第５条 外国人留学生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添え

て提出しなければならない。

(1) 入学願書

(2) 健康診断書

(3) 写真



(4) 最終出身学校の卒業（修了）証明書及び学業成績証明書

(5) 本国の戸籍謄本又は市民籍等の証明書

(6) その他必要と認められる書類

２ 国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生については，文部大臣からの協議書類をも

って，前項各号に掲げる書類に代えることができる。

（入学者の選考）

第６条 前条の入学志願者については，別に定めるところにより，特別選考を行う。

（入学の手続及び許可）

第７条 前条の結果に基づき合格した者は，所定の期日までに，指定された書類を提出す

るとともに，入学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の入学手続を完了した者について，入学を許可する。

（授業料等）

第８条 検定料，入学料及び授業料に関する規則は，別に定める。

（学則等の準用）

第９条 この規則に定めるもののほか，外国人留学生に関し必要な事項は，学則，大学院

学則その他の学内規則を準用する。

附 則

この規則は，昭和６０年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成３年１月２３日から施行し，改正後の第４条の規定は，平成３年１月

１日から適用する。

附 則

この規則は，平成３年１０月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成４年９月１６日から施行する。

附 則

この規則は，平成７年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成９年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１１年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１６年４月１日から施行する。


